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2広報せきかわ　2011・３月号�

村では、現在、老朽化による広報無線の全面更新を進めています。�
これに伴い、使用する電波がデジタル化され、新しく機能が追加されます。�
新しい広報無線の機能と戸別受信機の取替作業について紹介します。�

ただいま広報無線整備中�
今月から取替作業も始まります�

●親局を中学校へ移転�
　これまでの広報無線は電波を役場から発射

していましたが、今回、親局を移転し、関川

中学校から電波が発射されます。�

　これは、高台にあり耐震化された中学校に

親局を置くことで、災害時に通信を確保でき

る確率が高くなるとともに、災害対策本部が

中学校へ移った場合も広報無線の利用ができ

るためです。普段は役場から遠隔制御装置を

利用して放送します。�

　また、コンピュータ音声による放送が可能

となり、基本的にはコンピュータ音声で放送

を行います。（消防本部からの火災発生放送

はこれまでもコンピュータ音声）�

　なお、１月中に中学校・役場・消防本部で

は機器の設置が完了し、すでに使用していま

す。これに伴い、定時のチャイムも変更しま

した。�

●戸別受信機に録音機能�
　戸別受信機は今までどおり、音量を下げて

いても火災などの緊急放送は最大音量で放送

されます。�

　そして、新たに最大で40分録音すること

ができるようになり、それまでの放送を聞き

直すことができます。録音時間を超えた場合

は、自動で古いものから削除され、新しいも

のが録音されます。�

　また、停電時の電源供給用乾電池は、単一

電池のほか単二、単三も使用できます。�

　これまでは、八ツ口にの

み中継を設置していました

が、デジタル化に伴い村内

５か所に再送信子局（中継

局）を整備します。�

　また、屋外拡声子局を11

か所から17か所（再送信子

局含む）に増やすとともに、

大規模避難所など９か所か

ら、無線で役場や中学校と

双方向通話（電話）ができ

るようになります。これに

より、災害時に電話が使え

なくなっても情報収集や伝

達が可能になります。�

●屋外拡声子局（屋外スピーカー）と�
　役場などの通信が可能に�

�
川
北
ふ
れ
あ
い
自
然
の
家
に
設
置
さ
れ
た
再
送
信
子
局�
№�
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中　束�

田　麦�

南　中�

宮　前�

施　設　名　等�

関川中学校�

幾地集落入口�

土沢ふれあい自然の家（旧土沢小）�

大島保育園�

大石集落公園�

安角ふれあい自然の家（旧安角小）�

片貝ふれあい自然の家（旧沼小）�

金丸ふれあい自然の家（旧金丸小）�

八ツ口国有林内�

川北ふれあい自然の家（旧川北小）�

高田地区ふるさと会館�

女川体力づくりセンター（旧女川中）�

女川地区簡易水道水源�

中束集落開発センター�

田麦千刈生活改善センター�
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旧ＪＡ女川出張所�
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■屋外スピーカーは村内17カ所に設置しています�

新戸別受信機新戸別受信機�新戸別受信機�
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　設
置
場
所
に
つ
い
て�

�

　
設
置
場
所
に
つ
い
て
は
、
い
く

つ
か
留
意
事
項
が
あ
り
ま
す
。
事

前
に
ご
検
討
く
だ
さ
い
。�

�

・
録
音
し
た
放
送
を
聞
く
と
き
に
、

　
再
生
ボ
タ
ン
を
操
作
し
ま
す
の

　
で
、
手
の
届
く
位
置
に
設
置
す

　
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。�

・
直
射
日
光
の
当
た
る
所
や
湿
気

　
の
多
い
所
、
テ
レ
ビ
の
近
く
は

　
避
け
て
く
だ
さ
い
。�

�
・
電
源
ケ
ー
ブ
ル
の
都
合
で
、
コ

　
ン
セ
ン
ト
か
ら
３
ｍ
以
内
の
設

　
置
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。
延

　
長
コ
ー
ド
な
ど
が
必
要
な
場
合

　
は
、
利
用
者
側
で
準
備
し
て
く

　
だ
さ
い
。�

・
コ
ン
セ
ン
ト
は
、
他
の
電
化
製

　
品
と
共
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。�

�

※
電
波
の
受
信
状
況
な
ど
に
よ
っ

　
て
、
希
望
さ
れ
る
場
所
へ
の
設

　
置
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

　
す
。
そ
の
際
は
、
設
置
業
者
と

　
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

�

外
部
ア
ン
テ
ナ
に
つ
い
て�

�

　
こ
れ
ま
で
、
外
部
ア
ン
テ
ナ
が

必
要
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
外
部
ア

ン
テ
ナ
が
必
要
に
な
っ
た
り
、
外

部
ア
ン
テ
ナ
を
大
き
い
も
の
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
り
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

建
物
の
壁
に
穴
を
開
け
、
外
壁
等

に
ア
ン
テ
ナ
を
設
置
し
た
り
、
庭

先
に
ポ
ー
ル
を
建
て
て
ア
ン
テ
ナ

を
設
置
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。�

　
取
替
作
業
は
集
落
単
位
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
ん
で
い
ま
す
。

作
業
時
期
が
近
づ
き
ま
し
た
ら
、
詳
し
い
作
業
期
間
な
ど
、
区
長

さ
ん
を
通
じ
て
文
書
を
配
布
し
ま
す
。�

戸
別
受
信
機
取
替
作
業�

　
〜
３
月
中
旬
か
ら
６
月
ご
ろ
ま
で
実
施
〜�

　今回の広報無線の更新と合わせ、国の補助

を受けてJ-ALERTの整備を行っています。

運用開始は、３月中旬を予定しています。�

●J-ALERTって？�
　弾道ミサイル情報など、対処に時間的余裕

のない事態が発生した場合に、人工衛星を使

って国からの情報を役場で受信し、自動で広

報無線から放送するシステムです。�

●J-ALERTによって伝達できる情報�
・弾道ミサイルやゲリラ攻撃などの有事情報。�

・地震や気象警報など自然災害に関する情報。�

　なお、村では有事情報の伝達を基本とし、

自然災害に関する情報は状況をみながら広報

無線で放送するようにしていきます。（市町

村により伝達される情報が異なります）�

◆戸別受信機及び外部アンテ

　ナは、役場の備品として無

　償貸与することになります。

　故障や引越しの際は役場へ

　ご連絡ください。なお、電

　源及び乾電池交換について

　は、利用者側の負担になり

　ます。�

◆戸別受信機は、原則１軒に

　１台とします。１軒に２世

　帯が同居し、どちらの世帯

　からも申し込みがあった場

　合は、設置する際、どちら

　か一方の世帯として１台の

　み設置します。�

問い合わせ先�

総務課総務班 TEL 64－1476

全国瞬時警報システム（J-ALERT）�

注）現在使用している戸別�

受信機は、電波が停止する�

ため、取替工事完了後から�

使用でき�

なくなり�

ます。�

お 願 い � 外部アンテナ概要図�

※戸別受信機の大きさは、縦15㎝×横22㎝×奥行６㎝です。�

※施工業者などが機器販売や取付費用を請求することは一切ありません。�

ダイポールアンテナ標準戸別受信機取付図� ３素子八木型アンテナ標準戸別受信機取付図�
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3月は引っ越しの時期です�
各種手続き�

お忘れなく�

　
３
月
と
い
え
ば
・
・
・
卒
業
、
入
学
、
就
職
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
そ

れ
に
あ
わ
せ
て
、
引
っ
越
し
さ
れ
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
引
っ
越
し
の
際
に
必
要
と
な
る
の
が
、
住
所
変
更
な
ど
の
各
種
手

続
き
。
必
要
な
手
続
き
は
住
所
変
更
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
そ
こ
で
今
回
は
、
主
な
手
続
き
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

　
転
入
や
転
出
な
ど
住
所
変
更
を

さ
れ
る
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
手
続
き

が
必
要
に
な
り
ま
す
。�

　
住
民
基
本
台
帳
（
住
民
票
）
は
、

選
挙
人
名
簿
の
登
録
、
国
民
健
康

保
険
、
国
民
年
金
の
資
格
や
給
付
、

印
鑑
登
録
な
ど
日
常
生
活
と
密
接

な
関
係
が
あ
り
ま
す
の
で
、
該
当

す
る
方
は
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。�

　
な
お
、
犯
罪
の
未
然
防
止
の
た

め
、
各
種
証
明
書
の
請
求
時
な
ど

窓
口
で
本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転

免
許
証
や
健
康
保
険
証
な
ど
）
を

必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。�

　
上
・
下
水
道
の
手
続
き
に
つ
い

て
、
転
入
や
転
出
を
さ
れ
る
場
合
、

そ
れ
ぞ
れ
届
け
出
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。�

�

転
入
の
場
合�

　
加
入
や
休
止
解
除
の
申
請
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。�

�

転
出
の
場
合�

　
休
止
や
廃
止
、
名
義
変
更
な
ど

の
申
請
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

す
。�

�

　
な
お
、
申
請
に
は
印
鑑
が
必
要

で
す
の
で
、
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ

い
。�

�

住
所
変
更
の
手
続
き�

住
民
福
祉
課
住
民
班�

六
四
―
一
四
七
一�

上
・
下
水
道
の
手
続
き�

建
設
環
境
課
水
道
環
境
班�

六
四
―
一
四
七
九�

住所変更などに伴う手続き�

村外から引
っ越してき
たとき�
�
�
�

村内で住所
が変わった
とき�
�
�
�

村外へ引っ
越すとき�

転入届�
�
�
�
�
�

転居届�
�
�
�
�
�

転出届�

住み始め
てから14
日以内�
�
�
�
�
�
�

あらかじ
め転出前
に�

①届出人の印鑑�
②国民健康保険、
後期高齢者医療、
介護保険に加入し
ている人は保険証�
③国民年金手帳�
④転入届をされる
人は、以前住んで
いた市区町村から
発行された転出証
明書�
※転出届の際に転
出証明書を交付し
ます�
⑤本人確認できる
もの（運転免許証
や健康保険証など）�

内　容� 届け出期間�
届け出に�
必要なもの�

届け出�
の種類�
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国民年金の保険料免除制度について
　国民年金には、所得が少なく保険料を納めることが困難な場合に、本人の申請�

によって保険料納付が免除される「保険料免除制度」があります。�

　この制度は、本人とその配偶者及び世帯主の前年の所得が一定の基準額以下の�

場合に承認され、保険料の全額が免除される「全額免除」のほかに、世帯の所得�

に応じて保険料の一部を納付して残りが免除される「一部納付（一部免除）」があります。「一部納付

（一部免除）」には1／4納付、1／2納付、3／4納付の３種類があります。（一部保険料が未納の場合、

その期間の一部免除は無効（未納と同じ）になります）�

　また、世帯主の所得が多いため保険料免除に該当しない場合でも、30歳未満の若年者の方について

は本人及び配偶者のみの所得で審査して基準を満たせば、保険料納付が猶予される「若年者納付猶予

制度」がありますので、納付に困っている方は、下記まで問い合わせください。�

国民年金からのお知らせ�

国民年金に関する問い合わせ先　　住民福祉課住民班　TEL　６４－１４７１�

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
四
月
一

日
現
在
に
お
い
て
、
原
動
機
付
自

転
車
・
小
型
特
殊
自
動
車
及
び
二

輪
の
小
型
自
動
車
・
軽
自
動
車
を

所
有
し
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
廃
車
さ
れ
る
場
合
や
他
人
に

譲
渡
さ
れ
る
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、

村
外
に
転
出
さ
れ
る
場
合
も
届
け

出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。�

バ
イ
ク
・
軽
自
動
車
の
手
続
き�

手
続
き
は
車
種
ご
と
に
異
な
り�

ま
す
。
左
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

■
電
気�

　
引
っ
越
し
の
数
日
前
に
、
管
轄

の
営
業
所
へ
の
連
絡
や
引
っ
越
し

当
日
か
ら
使
用
で
き
る
よ
う
確
認

し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。�

問
い
合
わ
せ
先
／
東
北
電
力
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー�

　
〇
一
二
〇
‐
一
七
五
‐
二
六
六�

な
お
、
同
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

（h
ttp
:/
/
w
w
w
.to
h
o
k
u
-

e
p
c
o
.c
o
.jp
/
c
a
llc
e
n
te
r/

）�

か
ら
も
手
続
き
が
可
能
で
す
。�

��
■
郵
便�

　
最
寄
り
の
郵
便
局
に
あ
る
転
居

届
の
用
紙
に
、
新
旧
の
住
所
を
記

載
し
て
郵
便
局
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。�

�

■
運
転
免
許
証�

　
引
っ
越
し
先
で
手
続
き
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
新
住
所
を
所
管
す

る
警
察
署
ま
た
は
運
転
免
許
セ
ン

タ
ー
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。� そ

の
ほ
か
の
手
続
き�

電
気
・
郵
便
物
な
ど
に
関
す
る�

手
続
き
も
必
要
で
す
。�

　
届
け
出
を
忘
れ
る
と
、
毎
年

課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。�

原動機付自転車�
（125cc以下）�
小型特殊自動車�
（農耕作業車を含む）�
�
�
�

軽二輪車�
（126cc～250cc）�
�

二輪の小型自動車�
（251cc以上）�

軽三輪車�
軽四輪車�

税務会計課税務班�
　64－1451�
※廃車手続きの際、標識と印鑑を
　お持ちください。標識を紛失さ
　れた場合は、てん末書と手数料
　300円が必要です。�
�

新潟県軽自動車協会�
（新潟市東区紫竹卸新町1927-16）�
　025－275－5704�

北陸信越運輸局新潟運輸支局�
（新潟市中央区東出来島14-26）�
　050－5540－2040�

軽自動車検査協会新潟主管事務所�
（新潟市東区紫竹卸新町1927-12）�
　025－275－5845

車　　種� 届け出・問い合わせ先�

役
場
で
で
き
る
手
続
き�

役
場
で
で
き
な
い
手
続
き�

軽自動車等の届け出・問い合わせ先�



介護サービス費は前年度より約8千万円増の�
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平成21年度の実績です�

介護サービス費は前年度より約8千万円増の�

　
関
川
村
の
総
人
口
に
占
め
る
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
数
の
割
合
は
、
平

成
二
十
二
年
三
月
末
現
在
で
三
四
・
五
％
―
。�

　
そ
の
う
ち
、
介
護
認
定
を
受
け
た
方
は
、
前
年
度
（
平
成
二
十
年
度
）
か

ら
二
十
五
人
増
の
四
百
十
三
人
。
高
齢
者
の
う
ち
約
十
八
％
が
認
定
さ
れ
て

い
る
状
況
で
、
年
々
伸
び
て
い
る
高
齢
化
率
に
比
例
し
て
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
そ
の
中
で
も
中
度
者
（
介
護
度
２
・
３
）
の
方
が
最
も
多
く
、
全
体

の
四
七
・
七
％
を
占
め
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
は
七
億
二
千
六
百
四
十
万
円
程
度
。
認
定
者
一

人
あ
た
り
約
百
七
十
六
万
円
と
な
り
ま
し
た
。�

■
村
民
が
感
じ
る
健
康
と
は
…�

　
地
域
の
茶
の
間
の
リ
ー
ダ
ー
に

「
あ
な
た
が
健
康
と
考
え
る
状
態

を
教
え
て
？
」
と
聞
い
た
と
こ
ろ

「
気
持
ち
よ
く
体
が
動
く
」
「
笑

っ
て
暮
ら
せ
る
」「
感
動
で
き
る
」

「
家
族
仲
良
く
暮
ら
す
」
「
仲
間

と
お
し
ゃ
べ
り
が
楽
し
い
」
「
お

酒
が
美
味
し
い
」
な
ど
、
た
く
さ

ん
の
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

一
人
ひ
と
り
の
健
康
の
イ
メ
ー
ジ

（
健
康
感
）
が
具
体
的
で
と
て
も

分
か
り
や
す
い
う
え
、
身
体
も
こ

こ
ろ
も
元
気
で
な
い
と
達
成
で
き

な
い
も
の
ば
か
り
で
、
改
め
て
健

康
で
暮
ら
し
て
い
く
と
い
う
意
味

を
発
見
し
た
瞬
間
で
し
た
。�

■
こ
れ
か
ら
の
介
護
予
防�

　
高
齢
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
動

き
は
遅
く
な
り
、
目
は
見
え
づ
ら

く
な
り
、
物
覚
え
も
若
い
時
の
よ

う
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
高
血
圧
で

薬
を
飲
ん
だ
り
、
膝
が
悪
く
て
歩

く
の
に
杖
が
必
要
に
な
っ
た
り
す

る
人
が
増
え
て
も
当
然
。
大
切
な

の
は
、
高
齢
に
な
っ
て
も
、
今
の

自
分
に
出
来
る
こ
と
、
今
の
自
分

が
し
た
い
こ
と
を
家
庭
で
、
地
域

で
、
仲
間
と
一
緒
に
実
現
し
て
い

く
事
が
健
康
な
暮
ら
し
を
長
く
続

け
て
い
く
コ
ツ
だ
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。�

　
村
民
の
健
康
感
こ
そ
が
、
こ
れ

か
ら
私
た
ち
が
実
現
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
目
標
で
す
。�

■
活
動
の
輪
を
広
げ
よ
う�

　
今
、
各
地
の
「
地
域
の
茶
の
間
」

で
は
自
分
た
ち
の
で
き
る
こ
と
、

自
分
た
ち
が
し
た
い
こ
と
を
実
行

し
始
め
て
い
ま
す
。
「
運
動
で
元

気
に
！
」
「
小
物
づ
く
り
で
脳
を

活
性
化
！
」
良
く
学
び
、
よ
く
話

し
、
そ
し
て
よ
く
笑
い
、
そ
ん
な

居
場
所
が
増
え
て
い
く
の
は
と
て

も
嬉
し
い
で
す
。�

　
村
も
地
域
の
つ
な
が
り
が
大
事

に
さ
れ
る
、
そ
し
て
、
高
齢
者
の

笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
村
を
共
に
目
指

し
ま
す
。�

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
　
百
合
）�

み
ん
な
の
希
望
に
向
か
っ
て�

介
護
保
険
の
状
況�

介護サービス費　　　　認定者数�

7億2千万円超�7億2千万円超�

8億�

7億�

6億�

5億�

4億�

3億�

2億�

1億�

0

（円）� （人）�

介護保険のお知らせ�
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　　保険料の納め方は、年金の受給額によって以下の２通りに分かれます。�
�

①特別徴収�
　老齢（退職）年金、遺族年金、障害年金が、�

　年額18万円以上の方　⇒　年金から天引きになります。�
　※老齢福祉年金、寡婦年金などは、対象となりません。�

�
　◆保険料が年金の支払月（年６回）に天引きになります。�

　◆年度の途中で特別徴収の対象者として把握されると、おおむね６か月後から保険料が年

　　金から天引きになります。�

　　　　４月　　　６月　　　８月　　　10月　　　12月　　　２月�
 �

�

�

�

�

�

�

�

�

②普通徴収�
　老齢（退職）年金、遺族年金、障害年金が、�

　年額18万円未満の方　⇒　納付書あるいは口座振替で納めていただきます。�
�
　◆保険料を納期限までに納付してください。納期限は７月から翌年２月までの年８期とな

　　っています。�

　◆村から通知書と納付書を送付します。�

　　　関川村役場・村上信用金庫関川支店・にいがた岩船農協関川支店・第四銀行坂町支店

　　・ゆうちょ銀行で納付できます。�

　　 ７月　　８月　　９月　　10月　　11月　　12月 　　１月　　２月�
 �

�

�

�

�
　　　　　　　　　　　　　便利で確実な口座振替を！�
　　　　　　　　　村収納機関（村上信用金庫関川支店・にいがた岩船農協関川支店・第四

　　　　　　　　銀行坂町支店・ゆうちょ銀行）または関川村役場で手続きが出来ます。�

　　　　　　　　　下記のものをお忘れなく！�

　　　　　　　　　　　　◆保険料の納付書　◆通帳　◆印かん（通帳印）�

仮徴収（４月に通知）�

本徴収（７月に通知）�

本徴収（７月に通知）�

　６月の村民税確定後に介護保険料の年
額を決定します。そのため、４月、６月、
８月は暫定の保険料での徴収となります。
前年度の２月分と同じ保険料額となりま
す。�

　前年の所得をもとに確定した年間保険
料額から、仮徴収分を差し引いた額を３
回で割ります。�

前年の所得をもとに確定した年間保険料額を納期数（８期）で割ります。�

介護保険のお知らせ�
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質問１　後期高齢者医療制度に加入することになりました。健康診査はどこで受
　　　診すればいいのですか？�

【回答】　村で実施している集団健康診査を受診することができます（※）。詳しくは役場住民福祉課に

　　　　問い合わせください。がん検診等を同時に受診できる場合もあります。�

　　　　　なお、加入前に別の医療保険で健康診査を受診した方や職場などの定期健診、人間ドックを

　　　　受診する方はあらためて受診する必要はありません。�

　　　　※医療機関で健康診査を受けることもできますが、全額自己負担ですので注意して�

　　　　　ください。�

�

質問２　健康診査の内容を教えてください。�

【回答】　健康診査の検査項目は次のとおりです。�

　　　　　問診（日頃の生活習慣の傾向を調べます）、身長・体重�

　　　　　血圧測定（心臓病、脳卒中などの原因となる高血圧を調べます）�

　　　　　脂質検査（血液検査。中性脂肪・コレステロール等、動脈硬化などの状態について�

　　　　　　　　　　調べます）�

　　　　　血糖検査（血液検査。血糖値等、糖尿病の早期発見のために調べます）�

　　　　　肝機能検査（血液検査。肝臓の状態について調べます）�

　　　　　腎機能検査・尿検査（腎臓の機能障害などの状態について調べます）�

　　　　　貧血検査（貧血症状の早期発見のために調べます）�

�

質問３　現在、生活習慣病などで医療機関に通院中です。健康診査を受けること
　　　ができますか？�

【回答】　すでに医療機関で必要な検査を実施していると思われますが、医師と相談いただき、受診を

　　　　希望される場合は、村で実施している健康診査を受診することができます。�

�

Vol .８　健康診査に関するQ＆A

後期高齢者医療制度・健康診査に関する問い合わせ先�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　住民福祉課福祉保険班　TEL　６４－１４７２�

　生活習慣病といわれる糖尿病や高血圧症、脂質異常症は、最初は症状がな

くても心臓病、脳卒中などの重大な病気につながります。�

　後期高齢者医療制度に加入している方は、無料で健康診査を受診すること

ができます。健康の保持増進と安心した生活を送ることができるよう、年に

１回、健康診査を受診しましょう。�



入居者を募集します�入居者を募集します�

9 広報せきかわ　2011・３月号�

　子どもの頃から防災に対する意識を持ってもらいたいと、関川小四年生の児童52人が、このたび

防災ポスターを作成しました。子どもたちの作成した防災ポスターに村長賞や消防団長賞などが贈

られましたので紹介します。（敬称略）�

防災意識を高め
よう�

　伊　藤　佐和子（南中）�

他に　橘　　聡（湯沢）�
　　　駒沢　愛（鍬江沢）が受賞�

村 長 賞 �

　三　須　妃　姫（下関）�

他に　渡辺　海咲（下関）�
　　　駒沢　　陸（鍬江沢）が受賞�

団 長 賞 �

　中　村　華　梨（上関）�

他に　平田　義朋（小見）�
　　　富樫　あい（下土沢）が受賞�

副村長賞�

入居者を募集します�

3月6日（日）�
９時30分から17時まで�
内覧会を行います�

　広報せきかわ２月号でお知らせしました、若者向け共同　広報せきかわ２月号でお知らせしました、若者向け共同

賃貸住宅「メゾン下関」が３月中旬に完成します。賃貸住宅「メゾン下関」が３月中旬に完成します。�

　村では、新規入居者の募集を行います。　村では、新規入居者の募集を行います。�

◆募集戸数◆募集戸数　　Ａタイプ（世帯向け）　５戸　　Ａタイプ（世帯向け）　５戸�
　　　　　　　Ｂタイプ（単身向け）　７戸　　　　　　　Ｂタイプ（単身向け）　７戸�

◆規　　模◆規　　模　　Ａタイプ　３ＬＤＫ（居住面積　約　　Ａタイプ　３ＬＤＫ（居住面積　約84㎡）㎡）�
　　　　　　　Ｂタイプ　１ＳＤＫ（居住面積　約　　　　　　　Ｂタイプ　１ＳＤＫ（居住面積　約43㎡）㎡）�

◆仕　　様◆仕　　様　　オール電化住宅　　オール電化住宅�

◆家　　賃◆家　　賃　　Ａタイプ　月額　　　Ａタイプ　月額　40,000円�
　　　　　　　Ｂタイプ　月額　　　　　　　　Ｂタイプ　月額　30,000円�

◆入居資格◆入居資格�
・入居日において満・入居日において満18歳以上満歳以上満45歳以下の方で構成する歳以下の方で構成する
　世帯であること　世帯であること�
・村内に住所があるか、または入居後、住所を置くこと・村内に住所があるか、または入居後、住所を置くこと�
・保証人が県内居住者であること・保証人が県内居住者であること�
・国税、地方税、公共料金等に滞納がないこと・国税、地方税、公共料金等に滞納がないこと�
・Ａタイプは、配偶者または満・Ａタイプは、配偶者または満18歳以下の同居する方を扶歳以下の同居する方を扶
　養していること　養していること�
・入居期間は、入居者または同居者が満・入居期間は、入居者または同居者が満45歳に達した日の歳に達した日の
　属する年度末までとする　属する年度末までとする�

◆入居者負担◆入居者負担　家賃・電気・上下水道　家賃・電気・上下水道
　　　　　　　料等　　　　　　　料等�

◆入居予定◆入居予定　平成　平成23年３月年３月25日（金）（金）
　　　　　　以降　　　　　　以降�

◆申込期間◆申込期間　３月７日　３月７日（月）（月）～11日（金）（金）�
　　　　　　８時　　　　　　８時30分から分から�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　17時15分まで分まで�
※募集戸数を超えた時は、選考・抽選※募集戸数を超えた時は、選考・抽選
　となります。　となります。�

【問い合わせ先【問い合わせ先・申し込み先】申し込み先】�
　建設環境課地域整備班　建設環境課地域整備班�
　　　　　　　　　　　　TEL ６４－１４７９６４－１４７９�

　広報せきかわ２月号でお知らせしました、若者向け共同

賃貸住宅「メゾン下関」が３月中旬に完成します。�

　村では、新規入居者の募集を行います。�

◆募集戸数　　Ａタイプ（世帯向け）　５戸�
　　　　　　　Ｂタイプ（単身向け）　７戸�

◆規　　模　　Ａタイプ　３ＬＤＫ（居住面積　約84㎡）�
　　　　　　　Ｂタイプ　１ＳＤＫ（居住面積　約43㎡）�

◆仕　　様　　オール電化住宅�

◆家　　賃　　Ａタイプ　月額　40,000円�
　　　　　　　Ｂタイプ　月額　30,000円�

◆入居資格�
・入居日において満18歳以上満45歳以下の方で構成する
　世帯であること�
・村内に住所があるか、または入居後、住所を置くこと�
・保証人が県内居住者であること�
・国税、地方税、公共料金等に滞納がないこと�
・Ａタイプは、配偶者または満18歳以下の同居する方を扶
　養していること�
・入居期間は、入居者または同居者が満45歳に達した日の
　属する年度末までとする�

◆入居者負担　家賃・電気・上下水道
　　　　　　　料等�

◆入居予定　平成23年３月25日（金）
　　　　　　以降�

◆申込期間　３月７日（月）～11日（金）�
　　　　　　８時30分から�
　　　　　　　　　17時15分まで�
※募集戸数を超えた時は、選考・抽選
　となります。�

【問い合わせ先・申し込み先】�
　建設環境課地域整備班�
　　　　　　TEL ６４－１４７９�

若者向け住宅（メゾン下関）�若者向け住宅（メゾン下関）�若者向け住宅（メゾン下関）�若者向け住宅（メゾン下関）�
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一
月
二
十
八
日
、
関
川
中
学
校

で
「
い
じ
め
に
立
ち
向
か
お
う
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
安
心
し
て
学
校
生

活
を
送
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
か
全
員
で
考
え
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
も
の
で
、
関
川
中
生
徒
会

が
主
催
。
集
会
に
は
今
春
か
ら
新

し
く
中
学
生
と
な
る
関
川
小
六
年

生
も
参
加
し
ま
し
た
。�

　
集
会
で
は
、
い
じ
め
の
四
者
構

造
（
被
害
者
・
加
害
者
・
観
衆
・

傍
観
者
）
を
テ
ー
マ
に
し
た
自
主

製
作
映
画
「
そ
ん
な
こ
と
な
い
よ�

！
」
の
上
映
や
、
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
の
ミ
ニ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
、
ク
ラ
ス
ご
と
の
発

表
会
で
は
「
被
害
者
を
ひ
と
り
に

し
な
い
こ
と
」
「
傍
観
者
へ
呼
び

か
け
よ
う
」
「
あ
い
さ
つ
が
飛
び

交
う
教
室
を
作
ろ
う
」
な
ど
様
々

な
意
見
が
出
ま
し
た
。�

　
ミ
ニ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
司
会
を
務
め
た
市
井

浩
太
郎
さ
ん
（
三
年
・
山

本
）
は
「
今
回
の
全
校
集

会
を
通
し
て
、
み
ん
な
に

勇
気
を
持
っ
て
仲
裁
者
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
感

じ
ま
し
た
。
三
月
で
関
川

中
学
校
を
卒
業
し
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
い
じ
め
の
起

き
な
い
学
校
で
あ
り
続
け

て
ほ
し
い
」
と
感
想
を
話

し
て
い
ま
し
た
。�

　
村
内
の
中
学
校
が
統
合

し
た
平
成
十
七
年
に
始
ま

っ
た
「
い
じ
め
に
立
ち
向
か
お
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
。
生
徒
会
が
中

心
と
な
っ
て
進
め
て
き
た
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
今
年
で
五
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。�

　
年
間
を
通
し
て
、
全
校
生
徒
で

い
じ
め
を
考
え
、
い
じ
め
と
向
き

合
う
。
様
々
な
意
見
を
出
し
合
い
、

そ
の
意
見
を
お
互
い
に
尊
重
し
合

う
。
そ
う
し
た
活
動
で
全
生
徒
が

い
じ
め
に
関
心
を
持
つ
こ
と
で
、

よ
り
絆
が
深
ま
り
、
い
じ
め
の
起

き
な
い
校
風
が
つ
く
ら
れ
て
い
く

の
で
し
ょ
う
。�

い
じ
め
に
立
ち
向
か
お
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
集
会�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
in
関
川
中
学
校�

「
無
関
心

「
無
関
心
で
は
い
ら
れ
な
い

で
は
い
ら
れ
な
い
」�
「
無
関
心
で
は
い
ら
れ
な
い
」�

　
二
月
十
五
日
、
役
場
三
階
の
議

場
で
、
関
川
小
児
童
に
よ
る
「
ミ

ニ
議
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。�

　
こ
れ
は
、
社
会
科
学
習
の
一
環

で
、
政
治
を
身
近
に
感
じ
よ
う
と

行
わ
れ
た
も
の
で
、
六
年
生
四
十

九
人
が
議
員
と
し
て
出
席
。
議
事

進
行
に
は
、
高
橋
八
男
議
長
、
答

弁
に
平
田
大
六
村
長
や
佐
藤
忠
良

副
村
長
、
野
沢
専
治
教
育
長
な
ど

が
出
席
し
ま
し
た
。�

　
授
業
で
新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
行

っ
て
い
る
子
ど
も
議
員
の
皆
さ
ん
。

以
前
、
新
聞
に
国
勢
調
査
の
記
事

が
掲
載
さ
れ
て
い
て
、
そ
こ
で
村

の
人
口
減
少
率
が
県
内
で
三
番
目

に
高
い
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
こ

れ
以
上
人
口
が
減
ら
な
い
た
め
に
、

子
ど
も
た
ち
か
ら
様
々
な
提
案
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
農
産
物
の
ブ

ラ
ン
ド
化
や
特
産
品
の
開
発
、
旧

校
舎
の
活
用
方
法
、
高
齢
者
の
生

活
し
や
す
い
村
づ
く
り
な
ど
十
五

の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
村
長
や

教
育
長
が
答
弁
す
る
と
、
子
ど
も

議
員
の
皆
さ
ん
は
メ
モ
を
と
っ
た

り
、
再
質
問
を
し
て
、
村
の
現
状

や
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
学

ん
で
い
ま
し
た
。�

　
村
の
特
産
品
に
つ
い
て
質
問
を

行
っ
た
河
内
保
乃
華
さ
ん
（
大
石
）

は
「
村
に
は
、
い
く
つ
か
特
産
品

が
あ
り
ま
す
が
、
他
に
ど
う
い
っ

た
も
の
が
あ
る
の
か
気
に
な
っ
て

質
問
し
ま
し
た
。
新
し
い
特
産
品

が
で
き
た
ら
道
の
駅
で
販
売
し
て

Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し
い
で
す
」
と
感
想

を
話
し
て
い
ま
し
た
。�

「関川村のこれから」�
　　　　について考えたい�

～関川小児童によるミニ議会～�

「関川村のこれから」�
　　　　について考えたい�

～関川小児童によるミニ議会～�



※写真はイメージです※写真はイメージです�
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平
成
二
十
三
年
度
か
ら
、
関
川

小
学
校
で
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ

Ｔ
）
を
使
っ
た
取
り
組
み
が
始
ま

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
今
後
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
利
活
用
が
見
込
ま
れ
る
教
育

分
野
で
、
様
々
な
情
報
を
収
集
し

た
り
検
証
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
事
業
主
体

は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
。�

　
事
業
名
は
、
「
教
育
ス
ク
ウ
ェ

ア
×
（
バ
イ
）
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
ア
イ
シ
ー

テ
ィ
ー
）」。
具
体
的
な
取
り
組
み

内
容
は
、
職
員
室
と
教
室
、
学
校

と
家
庭
を
高
速
大
容
量
通
信
（
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
）
で
接
続
し
、
算

数
・
理
科
・
社
会
科
な
ど
の
授
業

で
デ
ジ
タ
ル
教
材
を
利
用
し
た
り
、

児
童
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
機
を

貸
し
出
し
家
庭
学
習
に
使
用

し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
実
際

の
教
育
現
場
で
ど
の
よ
う
な

効
果
、
問
題
が
あ
る
の
か
を

検
証
す
る
こ
と
で
す
。
事
業

期
間
は
三
年
間
の
予
定
で
、

五
年
生
が
対
象
と
な
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
こ
の
取
り
組
み
は
、

児
童
に
と
っ
て
「
安
心
・
安

全
な
環
境
で
、
楽
し
み
な
が

ら
学
び
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
る
」
「
自
分
の
個
性
や
学

習
ス
タ
イ
ル
に
あ
っ
た
学
び

が
で
き
る
」
そ
し
て
、
先
生

に
と
っ
て
「
自
分
で
デ
ジ
タ

ル
教
材
を
作
成
で
き
る
」「
児

童
一
人
ひ
と
り
の
個
性
や
能

力
に
応
じ
た
指
導
が
で
き
る
」
こ

と
な
ど
、
教
育
現
場
で
求
め
ら
れ

る
ニ
ー
ズ
や
課
題
の
解
決
に
Ｉ
Ｃ

Ｔ
が
ど
の
よ
う
に
貢
献
で
き
る
の

か
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
業
内

容
に
つ
い
て
は
、
三
年
間
を
通
し

て
随
時
検
討
さ
れ
、
状
況
に
応
じ

た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
る
予
定
で

す
。�

　
事
業
を
行
う
に
あ
た
り
、
昨
年

秋
に
完
成
し
た
高
速
情
報
通
信
網

（
光
フ
ァ
イ
バ
網
）
が
こ
の
取
り

組
み
を
可
能
に
す
る
重
要
な
基
盤

と
な
り
ま
し
た
。�

　
今
回
、
対
象
校
と
し
て
選
ば
れ

た
自
治
体
（
小
学
校
）
は
、
関
川

村
（
関
川
小
学
校
）
の
他
に
、
秋

田
県
八
峰
町
（
三
校
）
鹿
児
島
県

与
論
町
（
三
校
）
、
神
奈
川
県
川

崎
市
（
一
校
）
の
全
国
で
四
自
治

体
（
公
立
小
学
校
計
八
校
）
で
す
。�

　
こ
の
取
り
組
み
に
あ
た
り
、
保

護
者
の
皆
さ
ん
に
ご
面
倒
を
お
か

け
す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま

す
が
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。�

�
児
童
生
徒
が
使
用
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
型�

　
端
末
機�

関
川
小
学
校
が�

「
教
育
ス
ク
ウ
ェ
ア
×
Ｉ
Ｃ
Ｔ
」
事
業�

　
　
　
　
　

対
象
校
に
選
ば
れ
ま
し
た�

こ
れ
が
近
未
来
の
教
育
！�

　
二
月
十
二
日
、
大
石
ダ
ム
湖
畔

県
民
休
養
地
を
会
場
に
恒
例
と
な

っ
た
「
お
お
い
し
・
ど
も
ん
こ
祭

り
」
が
、
大
石
・
山
と
川
に
親
し

む
会
（
高
橋
八
男
代
表
）
の
主
催

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
当
日
は
、
村
内
外
か
ら
約
三
百

人
の
方
た
ち
が
訪
れ
、
巨
大
ど
も

ん
こ
や
竹
ス
キ
ー
、
バ
ナ
ナ
ボ
ー

ト
な
ど
冬
の
魅
力
を
満
喫
し
て
い

ま
し
た
。�

�

◆
　
　
　
◆
　
　
　
◆�

�

　
二
月
二
十
日
、
安
角
ふ
れ
あ
い

自
然
の
家
（
旧
安
角
小
学
校
）
で

「
七
ケ
谷
雪
ほ
た
る
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
つ
り
は
タ

ラ
ン
ペ
ク
ラ
ブ
（
加
藤
克
徳
代
表
）

の
主
催
。
杁
差
岳
の
麓
に
形
成
さ

れ
て
い
る
七
ケ
谷
地
区
の
集
落
を

約
千
五
百
個
の
雪
灯
ろ
う
を
使
っ

て
見
事
に
表
現
し
ま
し
た
。�

　
暗
闇
の
中
に
浮
か
び
上
が
る
姿

は
ま
さ
に
「
雪
ほ
た
る
」
。
訪
れ

た
大
勢
の
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。�

�
ど
も
ん
こ
祭
り
に
参
加
し
た
国
際�

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
協
会
（
Ｉ
Ｖ�

　
Ｕ
Ｓ
Ａ
）
の
大
学
生
た
ち�

　
会
場
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
「
す
ご�

　
い
」
「
き
れ
い
」
の
声
が
聞
こ�

�
え
て
き
ま
し
た�

大
石
ど
も
ん
こ
祭
り

大
石
ど
も
ん
こ
祭
り
＆
七
ケ
谷
雪
ほ
た
る
ま
つ
り

七
ケ
谷
雪
ほ
た
る
ま
つ
り�

大
石
ど
も
ん
こ
祭
り

大
石
ど
も
ん
こ
祭
り
＆
七
ケ
谷
雪
ほ
た
る
ま
つ
り

七
ケ
谷
雪
ほ
た
る
ま
つ
り�

大
石
ど
も
ん
こ
祭
り
＆
七
ケ
谷
雪
ほ
た
る
ま
つ
り�

※写真はイメージです�



12広報せきかわ　2011・３月号�

　「米坂線に乗って、米坂線を写そう！」フォトコン
テストの審査会が２月14日に行われ、入賞作品が決定
しました。�
　コンテストは、米坂線沿線市町村で組織されている
米坂線整備促進期成同盟会（平田大六会長）の主催で
毎年行われているもので、今年で５回目。撮影期間は
１年間で、29名の方から66点の応募がありました。�

第５回�
「米坂線に乗って、�
　　　米坂線を写そう！」�
フォトコンテスト入賞作品�
＊敬称略。作品はカラー写真です。�
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随
想
リ
レ
ー�

84

太田寛子さん�
（関川小学校　栄養主査）�

今回で「随想リレー」は終了します。�

　
桧
原
（
旧
朝
日
村
）
に
住
ん
で
い
る
私
は
、

関
川
村
勤
務
三
年
目
を
終
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
桧
原
か
ら
村
上
に
出
て
、
旧
神
林
村
、
桃

川
峠
を
越
え
て
関
川
村
に
入
り
ま
す
。
樹
木
や

草
花
を
眺
め
る
こ
と
が
大
好
き
な
私
に
と
っ
て

四
季
折
々
に
か
も
し
出
さ
れ
る
樹
木
や
草
花
の

美
し
さ
に
心
が
な
ご
み
、
至
福
の
一
時
で
す
。�

　
こ
の
コ
ー
ス
の
お
気
に
入
り
は
、
鉈
打
峠
に

入
る
頃
、
私
を
迎
え
て
く
れ
る
一
本
一
本
入
念

に
手
入
れ
さ
れ
、
ス
ラ
り
と
伸
び
た
美
し
い
杉

林
。
旧
川
北
小
学
校
の
校
庭
に
見
事
に
咲
く
桜

と
つ
つ
じ
。
そ
し
て
、
目
の
前
に
広
が
る
飯
豊

連
峰
、
杁
差
岳
、
立
烏
帽
子
、
と
う
と
う
と
流

れ
る
荒
川
と
そ
こ
に
架
か
る
オ
レ
ン
ジ
色
の
小

見
橋
。
絶
景
で
す
。
日
々
楽
し
く
通
勤
し
て
い

る
私
で
す
。�

　
学
校
栄
養
士
の
仕
事
に
つ
い
て
早
、
三
十
八

年
目
に
な
り
ま
す
。
私
の
願
い
は
、
や
は
り
「
子

ど
も
た
ち
の
心
と
体
の
健
康
」
で
す
。
将
来
、

生
活
習
慣
病
で
悩
み
、
苦
し
む
こ
と
無
く
、
健

康
で
生
き
生
き
と
生
活
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
お
聞
き
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」
こ
れ

は
、
全
国
的
に
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
テ
ー

マ
で
す
。
こ
の
習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
、

子
ど
も
た
ち
の
「
体
力
向
上
」
「
学
力
向
上
」

「
心
の
安
定
」
そ
し
て
生
活
習
慣
病
の
予
防
に

つ
な
が
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
ぜ
ひ
、
家
族
ぐ
る
み
で
「
早
寝
・
早
起
き
・

朝
ご
は
ん
」
を
「
合
言
葉
」
に
し
て
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。�

＊紙面の都合でお名前のみ紹介します。�

佳作　島貫一郎（飯豊町)・堀川明彦（郡山市)・遠藤
　一義（米沢市)・川上貞憲（村上市)・池田弘（米沢市)�

　・近伸太郎（新潟市)・北川要（上越市)・酒井次生（米

　沢市)・阪野吉平（川西町)・田村朋寛（米沢市)

入賞作品は米坂線整備促進期成同盟会ホームページ

でもご覧いただけます。�

http://www.flowering.ne.jp/yonesaka/
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健康せきかわ21健康せきかわ21健康せきかわ21

　
県
で
は
早
く
か
ら
口
の
健
康
に

対
す
る
取
り
組
み
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
子
ど
も
の

む
し
歯
は
、
九
年
連
続
で
日
本
一

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

村
で
は
三
歳
・
五
歳
児
の
む
し
歯

の
割
合
が
県
内
一
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
村
で
は
生
涯
を

通
じ
て
口
の
健
康
づ
く
り
を
広
め

る
た
め
に
、
平
成
二
十
一
年
度
か

ら
歯
科
保
健
計
画
の
策
定
に
と
り

か
か
り
、
計
画
づ
く
り
を
進
め
て

き
ま
し
た
。�

（
計
画
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月

に
完
成
す
る
予
定
で
す
）�

　
口
の
健
康
は
、
子
ど
も
の
む
し

歯
予
防
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
が
毎
日
、
何
気
な
く
行
っ

て
い
る
「
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
」

「
会
話
を
楽
し
む
」「
う
れ
し
い
、

悲
し
い
な
ど
の
表
情
を
表
す
」「
息

を
す
る
」
な
ど
は
、
口
の
中
が
健

康
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
で
、

口
の
健
康
は
全
身
の
健
康
に
も
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
硬
い
も
の
を
噛
め
る
人

ほ
ど
元
気
で
暮
ら
せ
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
に
と
っ

て
、
口
の
健
康
、
歯
の
健
康
は
生

き
が
い
に
も
通
じ
る
の
で
、
八
十

歳
で
自
分
の
歯
を
二
十
本
以
上
残

そ
う
と
い
う
「
８
０
２
０
（
ハ
チ

マ
ル
ニ
ー
マ
ル
）
運
動
」
を
全
国

で
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。�

　
今
後
、
村
で
は
様
々
な
機
会
に

口
の
健
康
に
関
す
る
講
話
や
歯
科

指
導
を
行
う
予
定
で
す
。
生
涯
楽

習
広
場
で
は
、
歯
科
保
健
計
画
の

紹
介
と
、
歯
と
口
の
健
康
に
関
す

る
講
演
会
を
開
催
予
定
で
す
。
多

数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。�

　
問
い
合
わ
せ
先�

　
　
　
住
民
福
祉
課
　
保
健
師�

　
　
　
　
　
　
六
四
‐
一
四
七
二�

●自分の口や歯に関心をもち、毎日２回以上は歯

　みがきをしましょう。�

●歯ブラシや歯間部清掃用器具（デンタルフロス・

　歯間ブラシなど）を使って、歯や歯ぐき・入れ

　歯の手入れをしましょう。�

●むし歯予防のため、甘いものは控え、噛みごた

　えのある食べ物をしっかり噛んで食べましょう。�

●かかりつけの歯医者さんを見つけ、定期的に歯

　の健診やアドバイスを受けましょう。�

●村や地域の健診や健康イベントに参加しましょ

　う。�

●介護が必要な人や障がいのある人の歯や口に異

　常がないか、周りの人が気付いてあげましょう。

　（食事の時にむせる、ぐらぐらする歯がある、

　お口の臭いが気になるなど）�

お口の中から�

健康づくり�

始めよう！�

村民のみなさんにお願いしたいこと�

「
お
口
の
健
康
づ
く
り
で
快
適
な
生
活
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
」

「
お
口
の
健
康
づ
く
り
で
快
適
な
生
活
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
」�

「
お
口
の
健
康
づ
く
り
で
快
適
な
生
活
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
」�

〜
「
関
川
村
歯
科
保
健
計
画
」
に
取
り
組
み
ま
す
〜�

か�

か�

か�

か�



何
か
と
忙
し
い
こ
の
時
期
…

何
か
と
忙
し
い
こ
の
時
期
…�

　
　
　
　
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
か

ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
か�
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肺
が
ん
に
つ
い
て�

県
立
坂
町
病
院
　
内
科
　
浅

野

良

三�

　
肺
が
ん
は
近
年
急
速
に
増
加
し

て
お
り
、
日
本
で
は
一
九
九
八
年

以
後
、
が
ん
の
中
で
死
亡
原
因
の

第
一
位
を
占
め
、
年
間
七
万
人
が

肺
が
ん
に
な
り
、
六
万
人
以
上
の

方
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
症
状
と
し
て
は
、
せ
き
、
呼
吸

困
難
、
胸
痛
、
血
痰
な
ど
が
認
め

ら
れ
ま
す
が
、
無
症
状
の
こ
と
も

多
く
、
早
期
発
見
に
は
定
期
的
な

検
診
が
重
要
で
す
。
最
近
Ｃ
Ｔ
検

査
に
よ
る
検
診
が
注
目
さ
れ
て
い

て
、
胸
部
Ｘ
線
写
真
で
は
発
見
で

き
な
い
よ
う
な
早
期
の
肺
が
ん
も

見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。�

　
検
診
方
法
と
し
て
、
胸
部
Ｘ
線

写
真
、
重
喫
煙
の
方
に
は
痰
の
細

胞
診
断
、
Ｃ
Ｔ
検
査
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
診
断
は
主
に
気
管
支
鏡

と
呼
ば
れ
る
内
視
鏡
を
用
い
て
が

ん
細
胞
を
採
取
し
ま
す
。
同
時
に

全
身
検
査
を
行
い
、
が
ん
の
進
行

度
を
調
べ
ま
す
。�

　
治
療
方
法
は
非
小
細
胞
が
ん
と

小
細
胞
が
ん
に
分
け
て
、
進
行
度

に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。
非
小

細
胞
が
ん
の
場
合
は
、
早
期
に
診

断
さ
れ
た
場
合
、
外
科
的
切
除
に

よ
り
高
率
に
治
り
ま
す
が
、
最
近

で
は
負
担
が
軽
い
胸
腔
鏡
（
内
視

鏡
）
に
よ
る
手
術
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
ど
ち
ら
の
手
術
法
が
よ
い

か
は
、
肺
が
ん
の
大
き
さ
や
進
行

度
、
肺
が
ん
の
で
き
た
部
位
に
よ

り
異
な
り
ま
す
。
手
術
が
で
き
な

い
場
合
も
、
早
期
で
あ
れ
ば
粒
子

線
治
療
や
放
射
線
照
射
で
治
す
こ

と
が
可
能
で
す
。
一
方
、
遠
く
の

臓
器
へ
の
転
移
や
リ
ン
パ
節
転
移

の
あ
る
進
行
し
た
が
ん
で
は
、
放

射
線
照
射
や
抗
が
ん
剤
の
投
与
で
、

症
状
の
改
善
と
、
あ
る
程
度
の
延

命
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。�

　
し
か
し
、
進
行
肺
が
ん
に
つ
い

て
は
、
現
時
点
で
は
、
治
る
方
の

割
合
は
多
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
近
年
、
分
子
標
的
治
療
薬
と

呼
ば
れ
る
新
し
い
薬
が
開
発
さ
れ
、

人
に
よ
っ
て
は
劇
的
な
腫
瘍
縮
小

効
果
と
延
命
効
果
が
得
ら
れ
て
い

ま
す
。
東
洋
人
、
女
性
、
非
喫
煙

者
、
腺
が
ん
の
方
に
効
果
が
現
れ

や
す
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
肺
が
ん
細
胞
の
遺
伝
子
検

査
で
遺
伝
子
変
異
の
あ
る
方
に
効

果
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
分
っ
て
き

ま
し
た
。
一
方
、
喫
煙
者
、
扁
平

上
皮
が
ん
、
男
性
で
は
効
果
が
乏

し
く
、
間
質
性
肺
炎
の
副
作
用
が

で
や
す
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
肺
が
ん
の
発
生
に
喫

煙
が
強
く
関
与
す
る
こ
と
が
証
明

さ
れ
て
い
て
、
現
在
、
最
も
重
要

な
肺
が
ん
の
予
防
対
策
は
禁
煙
の

徹
底
で
す
。 

い
ず
れ
に
し
て
も
、

喫
煙
は
今
す
ぐ
止
め
る
こ
と
が
推

奨
さ
れ
ま
す
。（
日
本
呼
吸
器
学
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）�

������

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
お
問
い
合

　
わ
せ
は
、
県
立
坂
町
病
院
へ
。�

　
　
六
二
―
三
一
一
一�

健
康
講
座

健
康
講
座

健
康
講
座

健
康
講
座

健
康
講
座

　
年
度
末
か
ら
春
に
か
け
て
は
、

新
し
い
ス
タ
ー
ト
に
向
か
っ
て
、

準
備
を
し
た
り
、
新
た
な
環
境
に

慣
れ
よ
う
と
し
た
り
、
何
か
と
忙

し
い
時
期
に
入
り
ま
す
。
忙
し
さ

か
ら
く
る
疲
れ
や
、
環
境
の
変
化

に
慣
れ
よ
う
と
す
る
こ
と
で
、
心

身
と
も
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
や
す

い
時
期
で
す
。
ま
た
自
分
の
こ
と

だ
け
で
な
く
、
家
族
が
そ
う
し
た

時
期
に
あ
る
場
合
に
も
、
心
が
緊

張
し
て
、
ス
ト
レ
ス
に
感
じ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。�

　
こ
の
時
期
は
、
特
に
、
体
の
疲

れ
や
、
心
の
緊
張
を
ほ
ぐ
す
心
が

け
が
大
切
で
す
。
こ
こ
で
は
、
手

軽
に
で
き
る
リ
ラ
ッ
ク
ス
方
法
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。�

�

■
手
軽
に
で
き
る
「
体
」
の

　
リ
ラ
ッ
ク
ス�

・
お
風
呂
に
ゆ
っ
く
り
つ
か
る�

　
（
足
湯
、
手
を
お
湯
に
つ
け
る
、

　
肩
を
温
め
る
な
ど
、
部
分
的
に

　
温
め
る
こ
と
も
良
い
）�

・
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
を

　
す
る�

　
（
歩
く
こ
と
も
、
血
流
改
善
や

　
気
分
転
換
に
な
り
ま
す
）�

・
き
ち
ん
と
食
事
を
と
る�

　
（
ス
ト
レ
ス
に
効
果
が
あ
る
ト

　
リ
プ
ト
フ
ァ
ン
を
含
む
食
材
を

　
取
り
入
れ
て
も
良
い
。
牛
乳
・

　
チ
ー
ズ
・
そ
ば
・
シ
ラ
ス
・
バ

　
ナ
ナ
・
ア
ー
モ
ン
ド
・
豆
乳
な

　
ど
）�

・
カ
ゼ
予
防
を
し
っ
か
り
す
る�

　
（
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る
と
、
免

　
疫
力
が
落
ち
ま
す
。
季
節
の
変

　
わ
り
目
で
も
あ
り
、
手
洗
い
・

　
う
が
い
・
加
湿
で
予
防
し
ま
し

　
ょ
う
）�

�

■
手
軽
に
で
き
る
「
心
」
の

　
リ
ラ
ッ
ク
ス�

・
ガ
ム
を
噛
む�

　
（
噛
む
と
い
う
適
度
な
リ
ズ
ム

　
運
動
が
、
平
常
心
と
集
中
力
を

　
維
持
さ
せ
る
、
脳
の
セ
ロ
ト
ニ

　
ン
分
泌
を
促
す
）�

・
お
茶
を
飲
む�

　
（
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
て
、
集
中

　
力
や
体
力
の
回
復
に
な
り
ま
す
）�

・
大
変
な
時
は
、
ま
ず
相
談
す
る�

　
（
一
人
で
抱
え
込
ん
だ
り
、
頑

　
張
り
過
ぎ
な
い
こ
と
も
大
切
。

　
早
め
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
）�

�

何
か
と
忙
し
い
こ
の
時
期
…�

　
　
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
か�

か�

か�



「エンジョイ！生涯楽習広場」と�
同時開催！�

16広報せきかわ　2011・３月号�

　新しい季節に向けて、色々な準備に忙しい毎日を過ごされている方もいるのではないでしょうか。

３月は別れと旅立ちのとき…。でもその先には、新しい出会いと希望に満ちた明日が待っています。�

「もりのひなまつり」�
こいで　やすこ　さく　Eコ�

「KAGEROU」（カゲロウ）�
齋藤　智裕　著　　913サ�

　森に住む子ねずみたちにお呼ば
れして、おひなさまたちは森の広
場へ出かけました。動物たちが集
まって、すてきなひなまつりが開
かれました。�

　職を失い、ヤスオはビルの屋上か
ら身を投げようとすると、黒ずくめ
の服を着た不気味な男に引き止めら
れます。命とは、人間の価値とは何
か考えさせられる１冊です。�

「エンジョイ！生涯楽習広場」と�
同時開催！�

　
「
大
石
ど
も
ん
こ
祭
り
」
に
参

加
し
た
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生

協
会
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
の
学
生
約
三
十

人
が
、
「
地
域
活
性
化
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
企
画
の
提
案
（
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
を
二
月
十
三
日

に
村
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
行
い
ま

し
た
。
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に

は
、
学
生
た
ち
の
他
に
、
役
場
職

員
約
三
十
人
が
参
加
。
こ
れ
は
、

学
生
た
ち
が
外
部
か
ら
見
た
村
の

良
さ
を
、
も
う
一
度
村
民
の
皆
さ

ん
に
再
認
識
し
て
も
ら
い
た
い
と

の
想
い
か
ら
実
現
し
た
も
の
で
す
。�

　
学
生
た
ち
か
ら
「
雪
か
き
を
通

し
て
交
流
を
深
め
た
り
、
自
衛
隊

や
消
防
を
対
象
に
雪
害
訓
練
を
実

施
し
て
み
る
の
は
ど
う
か
」
「
伝

統
で
あ
る
猫
ち
ぐ
ら
を
ビ
ジ
ネ
ス

展
開
す
る
た
め
に
、
株
式
会
社
を

設
立
し
、
村
内
の
雇
用
を
確
保
し

て
は
ど
う
か
」
な
ど
、
斬
新
な
ア

イ
デ
ア
が
全
部
で
四
つ
提
案
さ
れ

ま
し
た
。�

　
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
事
務
局
の
鈴
木
千

春
さ
ん
は
「
例
え
ば
、
楽
し
い
ツ

ア
ー
で
な
く
、
厳
し
い
ツ
ア
ー
を

企
画
し
、
他
団
体
と
差
別
化
を
図

る
こ
と
で
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
村
に

な
る
の
で
は
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。�

………�13（日）�

5（土）・20（日）�

よそ者・若者・バカ者の視点から�

IVUSA（国際ボランティア学生協会）による�

地域活性化のための提案�

　
発
表
後
に
行
わ
れ
た
意
見
交
換
会
の
よ
う
す�



「食品表示ウォッチャー」に�
なってみませんか？�

�

17 広報せきかわ　2011・３月号�

渡

邉

な

な
さ
ん�

（
関
川
中
学
校
２
年
・
上
関
）�

　関川中学校が取り組んでいる「いじめに立ち

向かおうプロジェクト」に生徒会副会長として

携わった渡邉ななさんに話を聞きました。�

―「いじめに立ち向かおうプロジェクト」を通

して感じたことや気付いたことは？�

　いじめをなくすには、いじめを絶対許さない

というクラスの雰囲気づくりがとても大切だと

感じました。�

―このプロジェクト以外に、これから生徒会と

して取り組んでいきたいことは？�

　全校レクリエーションです。毎年行っていま

すが、昨年以上に回数を増やしたいと考えてい

ます。１～３年生全員でレクリエーションをす

ることにより、普段あまり話さない人とも話す

機会が増えます。それも、いじめをしない雰囲

気づくりになるので、もっと活発にしていきた

いです。�

―４月から３年生になりますが、学校生活での

目標は？�

　最上級生としての自覚を持つことです。生徒

会活動や部活動など、引っ張ったりまとめたり

する場面がたくさんあると思うので、しっかり

取り組んでいきたいです。�

―それでは将来の夢は？�

　まだ決まっていませんが、高校・大学へ進学

したいと思っているので、しっかり勉強してい

きたいです。そしてどのような職業についても

通用する力をつけていきたいです。�

第
23
回�

イ
ン
ド
ア�

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会�

■
期
日
　
２
月
11
日�

■
会
場
　
村
民
会
館
休
養
室�

■
成
績
　�

―
囲
碁
の
部
―�

▽
優
　
勝
　
大
沼
　
剛
一（
上
土
沢
）�

▽
準
優
勝
　
渋
谷
　
鐡
男（
上
関
）�

▽
第
３
位
　
佐
藤
　
忠
良（
朴
坂
）�

―
将
棋
の
部
Ａ
―�

▽
優
　
勝
　
佐
藤
登
志
雄（
大
島
）�

▽
準
優
勝
　
中
束
　
光
久（
下
関
）�

▽
第
３
位
　
御
簾
納
良
平（
下
関
）�

―
将
棋
の
部
Ｂ
―�

▽
優
　
勝
　
安
達
　
保
弘（
大
石
）�

▽
準
優
勝
　
伊
藤
　
昌
義（
村
上
市
）�

▽
第
３
位
　
伊
藤
　
武
雄（
下
関
）�

����

■
期
日
　
２
月
16
日�

■
会
場
　
村
民
会
館
ア
リ
ー
ナ�

■
成
績
　�

▽
優
　
勝
　
下
関
チ
ー
ム�

▽
準
優
勝
　
女
川
上
野
チ
ー
ム�

▽
第
３
位
　
蛇
喰
チ
ー
ム�

▽
敢
闘
賞
　
光
兎
チ
ー
ム�

　県では、普段の買い物の機会などを利用して食品表

示の状況を確認し、県に情報を提供する平成23年度の

「食品表示ウォッチャー」を募集しています。�

　●対　　象�

　　県内在住の20歳以上の方で、研修会（４月下旬予

　　定・平日）への出席が可能な方�

　　※食品表示ウォッチャー経験者の方も可�

　●募集人数　100人�

　●募集期限　３月31日（木）�

【問い合わせ先】�

　　県食品・流通課　TEL 025－280－5743

「食品表示ウォッチャー」に�
なってみませんか？�

　図書室では、約200冊の本が返却期限を過ぎても

貸し出されたままとなっています。�

　下のようなバーコードと、背表紙に請求記号の記

されたシールが貼ってある本は、図書室の本です。

（番号はそれぞれ違います）�

�

�

�

�

�

�
　一度貸し出した記録は、返却されるまで残り続け

ます。返却期限が何年過ぎていても構いませんので、

図書室へ返却してください。�

お家に眠っていませんか？�

図 書 室 の 本�
～本の返却にご協力ください～�

第
23
回�

　村
民
囲
碁
将
棋
大
会�



18広報せきかわ　2011・３月号�

・大根　400g　・にんじん　200g�

・くるみ　100g　・砂糖　100g　・豆腐　200g�

・塩　少々　・酢　少々�

大根とにんじんのくるみあえ�
　根菜にくるみと豆腐のしっとりとした和え衣が

よく合います。くるみの風味がアクセントになり

ます。�

　青菜や山菜と和えてもおいしいです。�

①大根とにんじんは千切りにし、それぞれに茹で

　て軽く水分をしぼっておく。�

②豆腐はさっとゆでて、ふきんでしぼる。�

③くるみをすり、砂糖・塩・豆腐を加え、ごまだ

　れを作り酢を少々入れる。�

④③に、大根・にんじんを入れ加える。�

�

84 （４人分）�

少
女
期
を
共
に
子
守
し
友
偲
び
　
　
　
　
　
　
　

須
貝
　
恵
美�

逢
わ
れ
る
こ
と
な
く
八
十
路
に
向
か
う
　
　
　
　
　
　（
高
田
）�

い
と
ど
し
く
吹
雪
け
る
音
に
堪
え
兼
ね
て
　
　
　

小
池
　
啓
子�

あ
ら
ぬ
廊
下
に
落
つ
る
梁
塵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
下
関
）�

穏
か
な
節
分
を
迎
え
福
は
内
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
　
庄
七�

鬼
の
力
も
借
り
た
い
除
雪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
愛
広
苑
）�

七
人
の
お
み
な
集
い
し
部
屋
内
に
　
　
　
　
　
　

渡
辺
千
恵
子�

古
稀
祝
う
が
に
春
日
入
り
く
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
上
関
）�

雪
原
の
つ
づ
く
田
の
面
は
靄
が
た
ち
　
　
　
　
　
山
口
　
藤
枝�

冷
気
た
だ
よ
う
凍
み
わ
た
る
朝
　
　
　
　
　
　
　
　（
辰
田
新
）�

短

　

歌�

関川村食生活改善研究会の皆さん�

雪
降
し
見
上
げ
て
若
さ
欲
し
く
な
り
　
　
　
　
　

渡
辺
し
づ
い�

ブ
ラ
ン
コ
を
揺
ら
し
合
い
た
る
日
は
昔
　
　
　
　

渡
辺
し
づ
い�

籠
り
居
て
為
す
事
も
な
く
冬
日
暮
れ
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ�

鍋
料
理
続
く
吹
雪
の
夕
餉
か
な
　
　
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ�

関

川

俳

句

の

会

作

品

�

も
や�
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船
山
義
次
郎
は
昭
和
四
年
四
月
七

日
関
川
村
下
川
口
に
船
山
堅
松
の
二

男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
関
国
民
学
校

在
学
中
、
昭
和
十
六
年
に
当
時
一
校

に
一
人
の
健
康
優
良
児
と
し
て
県
よ

り
表
彰
さ
れ
た
。
昭
和
十
九
年
四
月

一
日
、
日
本
国
有
鉄
道
片
貝
線
路
班

に
就
職
。
昭
和
二
十
一
年
帰
還
を
待

ち
侘
び
て
い
た
兄
戦
死
の
報
が
入
り
、

国
鉄
を
退
職
し
て
船
山
家
の
跡
継
ぎ

と
な
っ
て
農
業
に
従
事
し
た
。�

　
昭
和
五
十
八
年
八
月
村
民
か
ら
推

さ
れ
て
関
川
村
議
会
議
員
に
初
当
選

し
、
以
来
三
期
十
二
年
間
の
永
き
に

わ
た
り
議
会
の
円
滑
な
運
営
に
尽
力
。�

　
関
川
村
議
会
総
務
厚
生
常
任
委
員

会
正
副
委
員
長
の
要
職
を
歴
任
し
、

持
ち
前
の
優
れ
た
才
知
と
適
切
な
判

断
力
、
高
邁
な
政
治
信
念
を
も
っ
て

関
川
村
の
伸
展
と
村
民
生
活
の
向
上

に
多
大
な
貢
献
を
し
た
。
昭
和
六
十

二
年
、
か
ね
て
か
ら
公
衆
衛
生
、
公

共
の
福
祉
の
見
地
か
ら
設
置
の
要
望

が
あ
っ
た
村
営
の
墓
地
「
白
山
霊
園
」

の
完
成
を
み
た
。
当
霊
園
が
完
成
に

至
る
ま
で
に
は
船
山
義
次
郎
が
関
係

機
関
や
議
会
関
係
者
に
対
し
て
設
置

の
必
要
性
を
説
明
し
理
解
を
得
る
な

ど
の
功
績
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

ま
た
村
民
体
育
館
、
安
角
小
学
校
新

校
舎
な
ど
の
教
育
関
係
施
設
の
施
工

を
は
じ
め
、
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
ゆ
う
あ
い
」
の
整
備
推
進
に

積
極
的
に
尽
力
し
た
。
村
の
教
育
振

興
、
環
境
衛
生
、
社
会
福
祉
に
資
す

る
各
種
社
会
資
本
の
整
備
に
事
業
推

進
役
と
し
て
果
し
た
功
績
は
大
き
い
。

船
山
義
次
郎
は
そ
の
ほ
か
、
民
生
委

員
、
農
業
委
員
、
農
業
共
済
組
合
理

事
な
ど
多
く
の
公
職
を
歴
任
し
活
躍

し
た
。
そ
し
て
下
川
口
集
落
の
総
代

や
区
長
を
永
き
に
わ
た
っ
て
務
め
、

公
平
で
公
正
な
集
落
運
営
に
取
り
組

む
と
と
も
に
集
落
住
民
の
融
和
推
進

に
尽
力
し
た
。
特
筆
す
べ
き
こ
と
は

昭
和
六
十
年
頃
か
ら
始
め
た
下
川
口

の
郷
土
史
の
研
究
で
あ
る
。�

　
下
川
口
の
庄
屋
を
代
々
務
め
た
彦

右
衛
門
家
文
書
を
譲
り
受
け
、
独
学

で
古
文
書
を
解
読
し
た
。
そ
の
成
果

を
ス
ク
ラ
ム
九
ヶ
谷
だ
よ
り
に
「
郷

土
史
特
集
」
と
し
て
平
成
十
一
年
か

ら
三
回
に
わ
た
っ
て
発
表
。
そ
し
て

平
成
十
七
年
に
「
大
字
下
川
口
歴
史

探
訪
」
「
下
川
口
と
戊
辰
戦
争
」
を

著
し
た
。
さ
ら
に
平
成
十
九
年
「
下

川
口
郷
土
史
年
表
」
を
ま
と
め
発
表

し
た
。
郷
土
史
の
研
究
に
果
し
た
功

績
は
誠
に
大
き
い
。
船
山
義
次
郎
は

少
年
時
代
か
ら
山
が
好
き
で
あ
っ
た
。�

　
昭
和
二
十
七
年
友
人
と
二
人
で
杁

差
岳
か
ら
飯
豊
連
峰
を
縦
走
し
雄
大

な
景
観
に
感
動
し
た
。
そ
の
経
験
を

生
か
し
て
杁
差
岳
登
山
道
や
温
平
か

ら
北
又
岳
ま
で
の
道
な
ぎ
に
参
加
し

登
山
道
の
整
備
に
尽
力
し
た
。�

　
平
成
二
十
二
年
十
一
月
五
日
八
十

一
歳
で
こ
の
世
を
去
っ
た
。
旭
日
単

光
章
を
授
章
。�

■
主
な
研
究
文
献�

　
・
大
字
下
川
口
歴
史
探
訪�

　
・
下
川
口
と
戊
辰
戦
争�

　
・
下
川
口
郷
土
史
年
表�

○
船
山
家
の
系
図�

　
先
祖
…
佐
市
郎
―
福
太
郎
―
堅
松

　
　
―
義
次
郎
―
義
雄�

執筆者：佐藤貞治（「せきかわ歴史とみちの館」館長）�

せ
き
か
わ
川
柳
会
作
品
「
揺
れ
る
」「
鼻
」「
雑
詠
」�

要
す
る
に
マ
ス
ク
が
隠
す
天
狗
鼻
　
　
　
　
　
　

渡
辺
し
づ
い�

南
天
の
雪
を
け
散
し
小
鳥
逃
げ
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
し
づ
い�

誘
わ
れ
て
心
が
揺
れ
る
春
の
旅
　
　
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ�

ヘ
ソ
ク
リ
に
鼻
を
き
か
せ
る
妻
の
勘
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ�

豪
雪
に
春
待
ち
遠
し
雪
模
様
　
　
　
　
　
　
　
　

平
田
　
千
恵�

聞
き
上
手
心
の
揺
れ
を
さ
ぐ
り
出
す
　
　
　
　
　

平
田
　
千
恵�

大
噴
火
自
然
の
怖
さ
知
ら
さ
れ
る
　
　
　
　
　
　

本
間
　
イ
ミ�

歳
の
神
厄
を
包
ん
で
天
高
く
　
　
　
　
　
　
　
　

本
間
　
イ
ミ�

船 山 義次郎�

寄
鍋
を
囲
む
家
族
の
温
か
き
…
　
　
　
　
　
　
　

渋
谷
　
く
に�

雪
卸
す
ん
で
安
堵
の
深
ね
む
り
　
　
　
　
　
　
　

渋
谷
　
く
に�

朝
市
や
大
き
な
鱈
の
半
身
か
な
　
　
　
　
　
　
　

青
木
　
慶
一�

雪
を
消
す
毎
日
な
れ
ど
春
を
待
ち
　
　
　
　
　
　

青
木
　
慶
一�

コ
ワ�



一　葉ちゃん

壮一郎ちゃん

泰　生ちゃん

いち　　　 は 

そう いち ろう 

たい　　　せい 

ごめい福をお祈りいたします 

お誕生おめでとうございます 


